
正誤表

第24回通常総代会資料に誤りがありました。
お詫び申しあげるとともに、訂正いただきますようお願い申しあげます。

ページ 正 誤

１１ ① 米 ① 米
４年産米全国の作況指数100㌽で、主食用生産面積 ４年産米全国の作況指数100㌽で、主食用生産面積

125.1万ha、生産量670万トンとなりました。徳島県に 1,251ha、生産量670万トンとなりました。徳島県にお
おいては作柄概況102㌽、徳島県の主食用作付面積は いては作柄概況102㌽、徳島県の主食用作付面積は需
需給環境の改善等から9,640㏊、作況指数102㌽で作柄 給環境の改善等から9,640㏊、作況指数102㌽で作柄は
は10a当たり収量463kg、収穫量46,300トンと公表され 10a当たり収量463kg、収穫量46,300トンと公表されま
ました。 した。
当ＪＡの令和４年度集荷数量は、142,969袋（前年 当ＪＡの令和４年度集荷数量は、142,969袋（前年

比102.5％）で２年連続の増加となりました。田植え 比102.5％）で２年連続の増加となりました。田植え
後からの好天等に恵まれましたが、１等比率は集荷後 後からの好天等に恵まれましたが、１等比率は集荷後
半において の高温障害・虫害等の影響による品質低 半において の高温障害・虫害等の影響による品質低
下で44.8％（前年同期比55.3％）となりました。 下で44.8％（前年同期比55.3％）となりました。
販売環境は、主食用米の生産過剰、コロナ禍等消費 販売環境は、主食用米の生産過剰、コロナ禍等消費

量の大幅減少による過剰在庫未解消により３年産米持 量の大幅減少による過剰在庫未解消により３年産米持
越米の優先的販売など厳しい状況が続いております。 越米の優先的販売など厳しい状況が続いております。
買取販売８年目として、生産者メリット還元をはか 買取販売８年目として、生産者メリット還元をはか

るべく集荷・販売事業に取り組みました。また､過剰 るべく集荷・販売事業に取り組みました。また､過剰
在庫抑制のため全国的に強化された作付面積の抑制、 在庫抑制のため全国的に強化された作付面積の抑制、
飼料用米作付転換など推進し需給改善への取組も行い、 飼料用米作付転換など推進し需給改善への取組も行い、
全国ベースで作付面積は前年の△5.2万ha、収穫量で 全国ベースで作付面積は前年の△5.2万ha、収穫量で
生産目標に対して△５万トンで需給環境は今後５年産 生産目標に対して△５万トンで需給環境は今後５年産
の作付状況にもよりますが、改善される可能性も想定 の作付状況にもよりますが、改善される可能性も想定
されます。 されます。


